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　柴橋の深川民生委員さんと渡邉民生委員さんが、地域の高齢
者の方々に元気に過ごしてほしいと、平成28年11月に『ふれあ
いサロン柴橋』を立ち上げました。区のボランティア団体「チー
ム柴橋」の協力のもと、毎月１回楽しく集っています。
　桜の花見、工作、紅葉狩り、芋煮会、映画鑑賞、生け花…。
　１月は、絵手紙を楽しみました。葉書に思い思いに好きな絵
を描き大満足の作品に仕上がりました。

仲間と楽しいひととき
～ふれあいサロン柴橋～

ふれあいサロンとは…
　地域の方が気軽に集まり共に過ごす仲間づくりや生きがいづくりの交流活動です。
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寒
河
江
市
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
大
会

　

支
え
あ
う
地
域
社
会
づ
く
り
と
日
常
的
な

健
康
づ
く
り
を
市
民
み
ん
な
で
考
え
、
生
涯

を
通
し
た
健
康
で
明
る
い
生
活
の
実
現
を
目

指
し
、
８
月
２６
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
『
平
成
２９
年
度
寒
河
江
市
福
祉
と

健
康
の
ま
ち
大
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
町
会
長
活
動
、
地
区
社
協
活

動
、
地
域
福
祉
活
動
（
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
運

営
協
力
者
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
給
食

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に

本
会
会
長
表
彰
状
・
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
後
、
大
泉
逸
郎
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
出
演
に
よ
る
「
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
、
自
身
の
骨
髄
バ
ン
ク
支
援

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
話
、
プ
ロ

の
歌
声
に
感
動
い
っ
ぱ
い
の
公
演
と
な
り
ま

し
た
。

　

ロ
ビ
ー
に
は
、
保
健
師
に
よ
る
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
食
生
活
改
善
、
社
会
福
祉
協

議
会
紹
介
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
約

３
５
０
名
の
市
民
の
方
々
が
健
康
と
福
祉
へ

の
理
解
を
深
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

山
形
県・県
民
福
祉
大
会

　

１１
月
１３
日
、
新

庄
市
民
文
化
会
館

に
於
い
て
県
民
福

祉
大
会
が
開
催
さ

れ
、
寒
河
江
市
か

ら
下
記
の
方
々
が

社
会
福
祉
功
労
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
会
長
活
動
の
功
労

◆
南
部
地
区
　
　
　
・
丹
野
　
和
晴

地
区
社
協
活
動
の
功
労

◆
寒
河
江
地
区
　
　
・
猪
倉
　
幸
男

地
域
福
祉
活
動
の
功
労

◆
寒
河
江
地
区
　

　
・
安
彦
喜
久
子
　
・
大
場
と
き
ゑ

　
・
大
場
　
直
藏
　
・
川
村
　
　
幸

　
・
公
平
　
　
牧
　
・
佐
藤
美
和
子

　
・
佐
藤
　
優
子
　
・
渋
谷
ヒ
デ
子

　
・
萩
原
　
紀
子
　
・
槇
　
　
ト
ミ

　
・
佐
藤
　
清
子
　
・
山
田
ひ
さ
子

　
・
大
江
　
松
雄

寒
河
江
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
功
労

◆
寒
河
江
地
区

　
・
山
崎
　
英
子
　
・
清
野
　
　
昇

◆
南
部
地
区�

・
武
田
　
博
子

◆
高
松
地
区�

・
佐
藤
　
律
子

◆
三
泉
地
区�

・
庄
司
あ
さ
子

�

〈
敬
称
略
〉

寒
河
江
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

第
６7
回

民
生
委
員・児
童
委
員
功
労
者

◆
寒
河
江
地
区�

・
鈴
木
多
鶴
子

◆
高
松
地
区�

・
伊
藤
　
秀
一

一
般
社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者

◆
寒
河
江
学
園
職
員�

・
佐
藤
　
寿
子

社
会
福
祉
事
業
協
助・奉
仕
者（
団
体
）

　
・
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

　
・
琴
伝
流
大
正
琴 

琴
操
会

　
・
司
ふ
み
友
楽
会

大
会
会
長
表
彰

社
会
福
祉
事
業
従
事
者

◆
寒
河
江
学
園
職
員�

・
日
下
部
　
恵

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

　
・
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
と
の
会

県
知
事
表
彰

民
生
委
員・
児
童
委
員
の
配
偶
者

◆
柴
橋
地
区�

・
渋
谷
　
綾
子

県
知
事
感
謝
状

　
・
折
居
和
夫 �

・
奥
山
歯
科
医
院

　
・
医
療
法
人
ゆ
う
し
会

�

南
さ
が
え
病
院

�

〈
敬
称
略
〉

県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

感

謝

状

　

１２
月
４
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
公

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、地
域
福
祉
推
進
員（
総

数
２
５
０
名
）
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、「
地
域
で
起
き
て
い
る

福
祉
課
題
と
福
祉
推
進
員
の
役
割
」
と
題

し
て
、
柴
田
社
会
福
祉
士
事
務
所
代
表 

柴
田
邦
昭
氏
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
福
祉
課
題
の
増
大
か
ら
福
祉
活
動
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
全
て
の

人
々
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
地
域
住
民
が
共
に
支
え
合

う
仕
組
み
と
し
て
の
地
域
福
祉
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
こ
と
。
福
祉
推
進
員
は
、
地

域
の
情
報
、
課
題
な
ど
早
期
に
把
握
し
な

が
ら
関
係
者
と
連
携
し
、
問
題
解
決
の
方

法
等
を
話
合
い
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進

し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
な

ど
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を

担
っ
て
い
る
推
進
員
に
と
っ
て
、
示
唆
に

富
ん
だ
講
演
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
社
協
担
当
職
員
か
ら
、
地
域
福

祉
推
進
員
の
活
動
状
況
と
今
後
の
具
体
的

な
展
開
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
本
事

業
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
福
祉
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
推
進
員
の
活
動
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
研
修
し
ま
し
た
。
ま

た
、
次
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

■
下
河
原
町
会
の
見
守
り
活
動

　

三
泉
地
区
下
河
原
町
会
は
、
約
１
１
０

世
帯
で
、
地
域
福
祉
推
進
員
は
大
江
美
喜

子
さ
ん
・
後
藤
弥
生
さ
ん
の
２
名
に
よ
り
、

現
在
４
名
の
対
象
者
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
訪
問
に
よ
る
見
守
り
活
動
は
、
ほ
と

ん
ど
２
人
で
行
う
こ
と
が
多
く
、
こ
の
日

も
一
緒
に
活
動
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
小
雨
模
様
の
お
天
気
で
し
た
が
、
皆

さ
ん
お
元
気
の
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
下
河
原
町
会
で
は
、
町
会
長
と

民
生
委
員
・
地
域
福
祉
推
進
員
で
相
談
を

し
、
平
成
26
年
度
以
降
、
見
守
り
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
方
を
含
め
た
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
か
ら
公
民
館
に
寄
っ
て
も
ら

い
、
花
見
と
芋
煮
会
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
町
会
が
市
社
協
か
ら
受
け
た
地
域
福

祉
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
３
者
で
協
力

し
合
っ
て
、
一
緒
に
行
え
る
体
操
や
歌
な

ど
、
お
互
い
に
会
話
も
楽
し
め
る
よ
う
工

夫
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
３
年
間
続
け
て

き
ま
し
た
。
お
互
い
様
の
気
遣
い
を
量
り

な
が
ら
、
地
域
の
深
い
繋
が
り
を
感
じ
さ

せ
る
活
動
で
し
た
。

寒
河
江
市
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

寒
河
江
市
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

■
醍
醐
地
区
社
協
に
よ
る

　

三
者
懇
談
会

　

７
月
２５
日
慈
恩
寺
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
醍
醐
地
区
社
協
の
三
者
懇
談
会

及
び
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

市
社
協
の
福
祉
出
前
講
座
に
よ
る
地
域

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
の

研
修
の
後
、
地
域
福
祉
推
進
員
と
民
生
児

童
委
員
・
町
会
長
に
よ
る
地
区
全
体
の
懇

談
会
が
行
わ
れ
、
情
報
・
意
見
を
交
換
し
、

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年

は
、町
会
長
等
役
員
の
異
動
が
多
数
あ
り
、

見
守
り
対
象
者
の
選
定
に
関
す
る
意
見
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
町
会
毎
で
の
三
者
懇

談
会
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
全
体
の
中
で

認
識
を
図
り
、
地
区
社
協
が
主
体
性
を

持
っ
て
、
地
域
福
祉
の
課
題
に
向
き
合
い

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
の
方
を
含
め
全
て
の

人
々
に
と
っ
て
、
住
み
や
す
い
安
心
・
安

全
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

地
域
福
祉
推
進
員
研
修
会
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６５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
の

技
術
の
習
得
と
生
き
が
い
づ
く
り
や
仲
間
づ

く
り
の
交
流
を
目
的
に
、初
心
者
向
け
の“
シ

ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室
”
を
開
催
し
ま
し
た
。

月
曜
日
コ
ー
ス
（
８
月
２１
日
～
１１
月
６
日
）、

木
曜
日
コ
ー
ス
（
８
月
２４
日
～
１０
月
２６
日
）、

そ
れ
ぞ
れ
１０
回
の
講
座
、
定
員
２０
名
で
実
施

し
ま
し
た
。
教
室
は
、
安
孫
子
愼
一
郎
先
生
、

渋
谷
文
昭
先
生
、
國
井
寧
先
生
の
丁
寧
で
わ

か
り
や
す
い
指
導
の
も
と
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
の
仕
方
ま

で
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
わ
か
り
や
す
く
大
変
勉
強
に
な
っ

た
。」「
有
意
義
な
楽
し
い
時
間
だ
っ
た
。」

な
ど
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
昨
年
度
の
教
室
修
了
後
に
、
月
２
回
の

「
パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン
」
を
開
設
し
て
お
り
、

今
年
度
の
修
了

者
も
参
加
し
、

パ
ソ
コ
ン
を
教

え
合
っ
た
り
お

茶
を
飲
み
な
が

ら
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
楽
し
く

集
っ
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室

　ひとりで暮らす高齢者の方々に楽しく仲間づくりの交流をしていただくために、
毎年、春と秋の２回『ふれあいの集い』を開催しています。春は温泉地への“小旅行”、
秋は山形の風物詩の“いも煮会”を行っています。

秋のいも煮会

　

７
月
１５
日
、
１
３
５
名
の
参
加
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ス
タ
ッ
フ
総
勢
１
５
８

名
が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
６
台
に
分
乗
し
、

鶴
岡
市
あ
つ
み
温
泉
「
た
ち
ば
な
や
」

を
目
指
し
元
気
に
出
発
し
ま
し
た
。
途

中
、
道
の
駅
あ
つ
み
し
ゃ
り
ん
に
立
ち

寄
り
、
晴
天
の
日
本
海
を
バ
ッ
ク
に
バ

ス
毎
記
念
撮
影
。
交
流
会
で
は
、
お
い

し
い
料
理
、
温
泉
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な

ど
で
楽
し
み
、
思
い
出
深
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

１０
月
１７
日
、
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
で
い
も
煮
会
を
行
い
ま
し
た
。

１
６
０
名
の
参
加
者
が
山
形
の
秋
の

味
覚
、
お
い
し
い
い
も
煮
汁
を
味
わ

い
交
流
し
ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、

「
夢
」
歌
謡
久
楽
譜
の
鈴
木
久
司
さ

ん
、
司
ふ
み
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌

に
酔
い
し
れ
、
手
拍
子
し
た
り
一
緒

に
口
ず
さ
ん
だ
り
し
な
が
ら
和
や
か

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
、
参
加
者
の
自
慢
の
歌
や
踊

り
も
披
露
さ
れ
、
い
も
こ
汁
と
歌
謡

シ
ョ
ー
、
そ
し
て
温
泉
で
心
身
と
も

に
癒
さ
れ
楽
し
い
い
も
煮
会
に
な
り

ま
し
た
。

ひとり暮らし高齢者　ふれあいの集い

春の小旅行

　

11
月
11
日
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

寒
河
江
吹
奏
楽
団
の
演
奏
で

始
ま
り
、
各
フ
ロ
ア
に
は
、
要

約
筆
記
、
点
字
、
傾
聴
、
絵
手

紙
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
、
折
り
紙
、
お
話
し
会
、

ク
ラ
フ
ト
体
験
、
高
校
生
に
よ

る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
ブ
ー
ス

を
設
け
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
々
で
賑
わ

い
、様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
触
れ
交
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
二
部
の
松
倉
と
し
子
さ
ん
の
「
歌
声
茶
論
」

で
は
、
松
倉
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
客
席
の
方
々
と

一
緒
に
歌
い
楽
し
い
集
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、「
村
山
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
連
絡

会
」の
協
賛
を
い
た
だ
き
、村
山
地
域
の
市
や
町
の
方
々

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寒
河
江
市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
被
災
地
支
援
に
駆

け
つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
滞
り
な
く
支
援
活
動
を
行

え
る
よ
う
に
、
寒
河
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
体
と

な
っ
て
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
１０
月
１
日
醍
醐
地
区
に
お
い
て
寒
河
江
市
の

防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
そ
の
中
で
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設
営
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
本
会
の
運
営
協
力
登
録
者
や
関
係
団
体

か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
、
総
勢
２５
名
が
運
営
ス
タ
ッ
フ

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
役
と
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
体
験
し
ま
し
た
。
途
中
、
地
域
住
民
の
方
に
も
訓

練
の
様
子
の
公
開
が
あ
り
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
後
の
反

省
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
役
へ

の
説
明
な
ど
が

ス
ム
ー
ズ
に
行

な
え
ず
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
待

機
時
間
が
長
く

な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、

新
た
な
課
題
を

抽
出
で
き
た
有

意
義
な
訓
練
と

な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
寒
河
江
市
に
避
難
し
て
い

る
方
々
を
対
象
に
、
困
り
ご
と
相
談
や
情
報
の

提
供
、
サ
ロ
ン
の
開
催
、
日
帰
り
バ
ス
旅
行
の

実
施
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
は
毎
週
木
曜
日
、

フ
ロ
ー
ラ
さ
が
え
４
階
で
開

催
し
て
お
り
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と
茶
を
飲
み
な
が
ら
、

Ｐ
Ｐ
テ
ー
プ
や
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
で
か
ご
や
バ
ッ
ク
な

ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。
物
を

作
る
楽
し
さ
と
完
成
し
た
と

き
の
嬉
し
さ
は
日
頃
の
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
る
と
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
日
帰
り
バ
ス

旅
行
は
９
月
１
日
に
「
蔵
王
の

お
釜
」
ま
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
曇
り
空
で
心
配
し

ま
し
た
が
、
山
頂
は
見
事
に
晴

れ
、
透
き
通
る
よ
う
な
コ
バ
ル

ト
色
の
お
釜
と
周
り
の
紅
葉
に

見
と
れ
「
き
れ
～
い
」「
来
て

よ
か
っ
た
！
」
と
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
年
に
一
度
顔
を
合

わ
せ
る
方
も
お
り
、
話
が
弾
み

楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

セ
ン
タ
ー
設
営
訓
練

寒
河
江
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７

避
難
者
支
援
事
業
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『
身
体
障
が
い
者
の
初
心
者
パ
ソ
コ

ン
教
室
』
を
、
１１
月
２７
日
、
２８
日
の
２

日
間
開
催
し
ま
し
た
。
身
体
障
が
い
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
相

互
の
交
流
や
仲
間
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
１０
名
の
参
加
者
が
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
む
ネ
ッ
ト
（
山
形
市
）

の
２
名
の
講
師
の
先
生
よ
り
、
電
源
の

入
れ
方
か
ら
文
章
作
成
、
写
真
の
取
り

込
み
な
ど
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
教
え

て
も
ら
い
、
２
日
目
に
は
、
参
加
者
全

員
が
顔
写
真
入
り
の
年
賀
状
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
再
度
開
催
の
要
望
が
あ

り
、
３
月
15
日
・
16
日
に
第
２
回
目
を

開
催
い
た
し

ま
す
。

身
体
障
が
い
者
の
方
の

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

ー
２
日
間
楽
し
く
学
ん
で
交
流
ー

食の自立支援事業
～高齢者宅にふれあい給食をお届けします～

　寒河江市からの委託事業として『食の自立支援事業（ふ
れあい給食）』を実施しています。
　高齢者の健康増進を図るため、栄養の整った食事を提
供し食生活を支援するとともに、お届けの際に声掛けを
行い定期的な見守りの役割も担っています。
　調理ボランティアの方々の心のこもった手作り給食を
配達ボランティアが元気な笑顔で市内各地の利用者宅に
お届けしています。

＜調理ボランティア＞
　私たちは、ふれあい給食をご利用いただいているみなさんに、
いつまでもお元気で楽しく過ごしていただきたいと思い、真心
こめて調理しています。「いつもおいしい給食ありがとう」と
言っていただくことが嬉しく、励みとなり、私たちも楽しくボ
ランティア活動ができています。� （大谷　静子）

＜配達ボランティア＞
　ふれあい給食を配達する際に毎回嬉しく思うのは、ご利用者
様の笑顔です。喜んでいただけることはボランティアにとって
一番の喜びと感じさせてくれます。� （安孫子政行）

　２月２３日㈮ふれあい給食ボランティア見学会及び説明会を開催
します。当日参加も受け付けますので、お気軽にご参加ください。
（場所：ハートフルセンター３階  301会議室　時間：午前１０時～１１時３０分）

対 象 者  市内にお住いの65歳以上の単身世帯、高齢者のみの
世帯などで調理が困難な方

配食内容  週3回の昼食（月、水、金曜日の希望する曜日）
利 用 料  １食４００円（社協）と１食３００円（住吉屋食品）のどちら

かを選択

随時
募集！

● 調理ボランティア　● 配達ボランティア私たちと
一緒に
活動しま
せんか。

ボランティアからの声

ふれあいカフェ 

ふれあいカフェ 

ふれあいカフェにようこそ
　高齢者・子育て世代・若者など、誰でも自由に利用・交流で
きる“まちなかサロン”事業に取り組んでいます。おいしいコー
ヒーやお茶を飲みながら、カフェのようにくつろげる居場所を
提供するとともに、福祉に関するチラシも展示し情報発信して
います。運営ボランティアスタッフが皆様のお越しをお待ちし
ておりますので、どうぞお気軽にご利用ください。

　昨年３月２日に、フローラさがえ４階にオープンし
ました。場所柄、サークルや趣味の会帰りの方、子育
て中の親子連れ、買い物ついでのお母さんなど大勢の
方にご利用いただいています。
　どなたでもご利用いただけます。ぜひお立ち寄りく
ださい。

　昨年７月５日に、元町２丁目の渡辺淳一様のご厚意
により空き店舗をお借りしてオープンしました。現在、
１回平均12名利用していただいています。初めての方、
大歓迎です。
　ぜひ一度遊びに来てください。スタッフ一同お待ち
しています。

まちなかサロン

開 設 日  毎週木曜日
時　　間  午前１１時～午後３時
場　　所  フローラさがえ４階
そ の 他  ご利用の際、運営協力金として

１００円をお願いします。

開 設 日  毎週水曜日
時　　間  午前１１時～午後３時
場　　所  自然屋だんご店跡（元町２丁目）
そ の 他  ご利用の際、運営協力金として

１００円をお願いします。
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社会福祉協議会会費

・一般会費　　11,059件　13,270,800円
・賛助会費　     　176件　　　359,400円
・企業賛助会費　　109社　　　585,000円

合  計　１4，215，200円

使途

赤い羽根共同募金
合  計　5,009,141円
使途 県共同募金会に集約され、翌年度の配分と

して、県内の福祉団体活動や福祉施設の整
備、地域福祉事業などへ配分されます。

・要支援世帯へ ………………… 237,000円
・高齢者夫婦世帯へ ……………  90,000円
・ひとり暮らし高齢者へ ……… 668,000円
・心身障がい児・者へ ………… 162,000円
・寝たきり高齢者へ …………… 270,000円
・認知症患者へ ………………… 108,000円
・長期療養者へ …………………  57,000円
・準要保護児童へ ……………… 506,000円
・福祉関係団体施設等 …………… 130,000円
・地域福祉事業 ………………… 405,005円
・事務費 ………………………… 104,000円

使途 民生委員の調査（要支援世帯）のもとに、各
地区の配分委員会を経て、市内の支援を必要
とする方々等にお届けしました。

歳末たすけあい募金
合  計　2,737,005円

前回の愛さぽ～と102号で賛助会員企業をご紹
介いたしましたが、下記企業からもご協力いた
だきました。ありがとうございました。
　　寒河江物流㈱ 様

社会福祉協議会の諸事業に活用させてい
ただいております。

　社協会費（7月）、赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金（10月）には町
会長、民生児童委員各位のご協力のもと、市民の皆さまをはじめ、事業所、団
体、学校など、多くの方々よりご協力いただきました。心より厚くお礼申しあ
げます。皆さまからの善意は、地域の社会福祉向上のために役立たせていただ
きます。

市民の皆様のあたたかいご支援に心からお礼申し上げます。

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました
平成29年度　社協会費・赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金平成29年度　社協会費・赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金

・伊藤ちよへ 様　………………………… 　１０，０００円
・玉虫エコクラブ 代表 髙橋正吾 様　…… 　２０，３２０円

　（７／２６、９／２７）
・宇井秀子 様　…………………………… 　５，０００円
・民謡秀菁会 代表 佐々木龍雄 様　……… 　５，０００円
・鈴木公章 様　…………………………… 　２０，０００円

・西根南部公民館 館長 小野哲雄 様　…… 　１０，０００円
・田村和江 様　… ………………… 　82円切手１００枚
・匿名 様　… ………………… 　大人用おむつ４袋
・寒河江市シルバー人材センター女性会員 様
　　　……　手づくり押し花テーブルセンター１０２枚

　寒河江市社会福祉協議会へご寄付をいただきました。
ご趣意にそって有効に活用させていただきます。
皆様のご厚情に心よりお礼申しあげます。

（平成２９年7月１日～平成30年1月31日　までのご寄付を掲載しています。）

　社会福祉協議会では、年間を通
して寄付を受け付けています。
　寄付金には、所得税・住民税・法
人税等の所得控除が認められてい
ます。優遇税制をご利用いただき、
ぜひご支援をお願いいたします。

あたたかい善意ありがとうございます

押し花テーブルセンター西根南部公民館　様

教育支援資金貸付のご案内

車いす・機材等貸出の
30年度予約受付開始

福祉バス利用の
30年度予約受付開始

　車いすを必要とする方に一
時的に貸し出しをしています。
　また、子ども会行事や町内
会行事等の地域活動に各種機
材を無料でお貸ししています。

　社会福祉関係機関及び福祉団体が実施す
る事業や研修会などに利用する福祉バス
（中型26人乗り）を運行します。

　他の貸付制度が利用で
きない低所得世帯を対象

に、高等学校・専門学校（専修学校専門
課程）・短期大学・大学への就学に必要
な経費の貸付を行っています。

★車いす（自走式・介助式）　★バーベキュー用鉄板セット
★ポップコーン機　★綿菓子機　★かき氷機
★発電機　★餅つき用臼・杵（大人用・子供用）

★ワナゲ台一式

3/1～
予約受付
3/1～
予約受付

3/1～
予約受付
3/1～
予約受付

・利用料は無料
・�有料道路通行料や駐

車場代は利用者負担
・�一日の走行距離は
おおむね200kmまで

社 協 じ ょ う ほ う社 協 じ ょ う ほ う

◆ 一般相談　開設日／毎週水曜日
◆ 行政相談　開設日／毎月第２水曜日
◆ 法律相談　開設日／毎月１回
◆ 登記相談　開設日／毎月１回
※�法律相談と登記相談は予約が必要です。
　開設日は市報でお知らせします。

ふれあい相談所のお知らせ 身体障がい者の方のための
初心者パソコン教室

ひとりで悩んでいませんか？
◦遺産相続や離婚、法的な権利・義務関係
◦日常生活における心配ごと、心のお悩み
◦土地の相続・貸与、境界や占有のトラブル
◦行政サービスに関する困りごと　　　など

時 間／１３：００～１６：００
電 話／８６－７８６７
場 所／ハートフルセンター2階
 　　　ふれあい相談室 (社会福祉協議会内)
● 相談は無料です　● 秘密は固く守ります

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　身体障がい者手帳をお持ちの
方を対象に初心者パソコン教室
を開催します。パソコンの基礎
知識を楽しく気軽に学んでみま
せんか。

日　 時  ３月１５日（木）、１６日（金）の
午後１時～午後４時

会　 場  ハートフルセンター
対　 象  身体障がい者手帳をお持ちの方で、

キーボードを打つことができて会場
まで来られる方（先着１０名）
〈受講料無料〉

申　 込  ３／９まで社会福祉協議会へ
そ の 他  �パソコンは持ち込み可能

資金種類 対象経費 貸付限度額

教　　育
支援資金

★修学に必要な経費
　�授業料・参考書・学用
品・交通費（通学定期）

　�賃借アパート家賃など

※�食費・光熱費等は原則
対象外。

高等学校
　月額35,000円以内
専門学校
（専修学校専門課程）
　月額60,000円以内
短期大学
　月額60,000円以内
大学
　月額65,000円以内

就　　学
支 度 費

★入学に際し必要な経費
　�入学金・制服・教科書
等で入学時に一括で納
入する経費

500,000円以内

※�日本学生支援機構第１種奨学金（無利
子）、母子父子寡婦福祉資金の奨学金、そ
の他の金融機関からの貸付が利用できる
場合は、その貸付が優先となります。
※�詳細は、社会福祉協議会にお問い合わせ
ください。
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ホームページ・Facebookもご覧くださいホームページ・Facebookもご覧ください〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉

寒河江市社会福祉協議会 ☎ 83－3220・FAX 83－3221

☎ 83－3220
FAX 83－3221☎ 83－3207　FAX 83－3221

☎ 87－1328
FAX 87－1330

☎ 83－3225
FAX 85－0915

訪問介護事業所・訪問入浴介護事業所
居宅介護支援事業所・居宅介護事業所

〒991-0021  寒河江市中央二丁目２番１号
ボランティアセンター 老人福祉センター 総合子どもセンター

寒 河 江 市 社 協 検索 クリック

　活動中や移動中のさまざまな事故によるケガや損
害賠償責任を補償します。安心してボランティア活
動に取組んでいただくために加入をお勧めします。

補償期間　平成31年３月31日まで
◆�行事における事故を補償する「ボランティア行事
用保険」もあります。

「ボランティアってどんなこと？」「ボランティア活動
は大変そう」「なかなかきっかけがつかめない」と言っ
た声が聞かれます。
　そんな方々が、ボランティア活動に向けて、一歩、
足を踏み出すきっかけになるようなボランティアの基
本や心構えなどを学ぶ講座です。
　ボランティアに関心のある方、現在活動されている
ボランティアの方々など、どなたでも結構です。
　ふるってご参加ください。

ボランティア養成講座

日　　時  ３月10日（土）
午後1時30分～3時30分

会　　場  ハートフルセンター　2階　視聴覚室
内 容  講演「ボランティアはじめの一歩」
講　　師  NPO法人ぼらんたす
� 理事・事務局長  栗原　穂子 氏　
定 員  ４０名（参加料無料）
申　　込  �３／１まで社会福祉協議会へ

募 集募 集
参加者参加者

は～とふる ボランティア情報は～とふる ボランティア情報は～とふる ボランティア情報

3/1～
受  付
3/1～
受  付

お問合せ・お申込みは

１０ ポイント達成

おめでとう！！

ボランティア活動保険
加入受付のお知らせ

基 本 タ イ プ
A 350円　　B 510円

天 災 タ イ プ
A 500円　　B 710円

年間掛金

さがえっこ

ボラン
ティアチャレンジ

　平成２８年度より小学生を対象にボランティ
ア活動への関心と参加を進めるため、ポイン
トカードを用いた「さがえっこボランティア
チャレンジ」を行っています。地域の公園清
掃や草取り、資源回収、ベルマーク収集、ペッ
トボトルキャップ収集、施設での清掃活動な
どに取り組んでいます。
　平成29年度の達成証交付の状況は、１月30
日現在で次のとおりです。
◦寒河江小学校…２名　◦南部小学校…１名
　ボランティアは、一人ひとりの思いやりか
ら始まります。ボランティアでいっぱいの寒
河江のまちにしましょう。

さがえっこ
ボランティアチャレンジ
達成証

寒河江市在住の方は、１７５円の助成があります。

平成30年度
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